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解約合意書 

 

株式会社●●（以下「甲」という。）と、株式会社●●（以下「乙」という。）は、甲乙間

の●●年●月●日付「●●契約」（以下「本契約」という。）の解約に関して、以下のとおり

合意（以下「本件合意」という。）する。 

 

第 1 条（解約合意） 

甲及び乙は、本契約を●●年●月●日（以下「解約日」という。）をもって解約することに

合意する。 

 

第 2 条（存続条項） 

本契約の解約後も、本契約第●条（損害賠償）、第●条（競業避止）、第●条（秘密保持）、

第●条（合意管轄）、第●条（準拠法）の規定は引き続きその効力を有する。但し、第●条

（競業避止）、第●条（秘密保持）は解約日から●年間に限り、その効力を有する。 

 

第 3 条（秘密保持） 

甲及び乙は、本件合意の存在及び内容を第三者に開示してはならない。 

 

第 4 条（損害賠償） 

甲及び乙が、本件合意に違反した場合には、当該違反に起因して相手方が被った損害を賠

償する。 

 

第 5 条（清算） 

1. 甲及び乙は、解約日において、本契約に関して未払いの債務がある場合は、●●年●月

●日までに、当該債務を弁済する。 

2. 甲及び乙は、解約日において、本契約に関して相手方へ返還すべきものがある場合は、

●●年●月●日までに返還する。また、本契約に関して廃棄すべきものがある場合は、

●●年●月●日までに廃棄する。 

3. 甲及び乙は、本契約に関して、本件合意に定めるものの他には、何らの債権債務が存在

しないことを相互に確認する。 

 

第 6 条（合意管轄） 

本件合意に関して生じた紛争は、●●地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。 

  

 



 

 

2 

 

本件合意が成立したことを証するため、本書 2 通を作成し、甲乙署名捺印又は記名押印の

上各 1通を保有する。 

 

20●●年●月●日 

 

甲    

                     印 

 

乙  

               印 

 

以上 


